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愛知県在住の 18 歳から 69 歳の男女 5,000 人を対象とし、アンケート調査を行った。対象者は、
男女比を等しく、年齢は 5 歳ごとで区切り愛知県民と同等の分布になるように、住民台帳を用い
て無作為に抽出した。2018 年 5 月から 7 月にアンケート用紙を郵送、回答を返送してもらい回収
した。回収率の上昇を図るために、抽選で 200 名の回答者にクオカード 1000 円分を送ることと
した。アンケートでは、流産の原因や頻度、流産と就労の関係についてなど 17 の質問に回答を求
めた。流産の原因についての認識と回答者の背景の関係については多項ロジスティック回帰分析
を、 流産の頻度と回答者の背景の関係については多重コレスポンデンス分析を行った。     
【結果】 
アンケートの返送があった 1257 人のうち、流産原因の設問に十分に回答していた 1219 人におい
て解析を行った。流産原因の質問はそれぞれの項目について、「1 非常にあてはまる」「2 ほぼあて
はまる」「3 どちらともいえない」「4 ほとんどあてはまらない」「5 全くあてはまらない」の 5 段
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い、4) 労働基準法妊産婦保護規定についてどう考えるか、など 9項目、第 2 副査の齋藤教授から 1) 
38%が流産を経験の意味、2)5000 名を選択した方法、3) 日本と外国の妊娠分娩の教育状況、4) 改善
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